
 

 

 

健康経営基本方針・健康宣言 

 

1．健康経営基本方針 

当社は、「最良の建物管理を世に供し、社会に貢献する」という経営理念の実現に向け、従業員の心身の健康を、 

質の高い建物管理サービスと持続的な企業価値向上を支える経営基盤と位置付けます。 

健康課題を把握し、職場環境の整備、疾病予防、健康行動及び組織活力の向上を、経営戦略と一体的に推進 

します。 

 

2．健康経営の目標 

従業員が安心して能力を発揮し、いきいきと働き続けられる職場を実現します。あわせて、働きがいと組織活力を 

高め、質の高い建物管理サービスと持続的な企業価値向上につなげます。 

 

3．健康宣言 

 

健康宣言 

 

当社は、従業員の心身の健康を重要な経営課題と位置付けます。 

 

会社、従業員、産業医、産業保健関係機関が連携し、安全・健康で、いきいきと働き続けられる 

 

職場づくりを進めます。 

 

 

 

 



 

 

 

健康経営推進体制 

 

当社は、社長を健康経営最高責任者、人事分担役員を健康経営推進責任者（健康づくり責任者）とし、関係部門、 

各委員会、産業保健関係者等が連携して健康経営を推進します。 

各本支店・事業所では、安全衛生管理体制を通じて施策を実行するとともに、実施状況や課題を共有し、全社で従業員の 

健康保持・増進と働きやすい職場づくりを進めます。 

 

 

健康経営最高責任者 

（取締役社長） 

↓ 

健康経営推進責任者（健康づくり責任者） 

（人事分担役員） 

↓ 

ESG中央委員会 

 

（経営・ESGの観点から審議） 

人事室（主管）／経営企画室（連携） 

 

（施策・指標管理／経営計画・ESG連携） 

安全衛生管理中央委員会 

（安全衛生・健康障害防止・ 

産業保健を審議・統括） 

↓↑ 

専門連携 

 

（産業医・産業保健スタッフ・健保組合等） 

現場の安全衛生体制 

 

（本・支店・各所の安全衛生管理委員会） 

各本支店・事業所 

 

（施策の実行・周知・報告） 

 


